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Y？媛－し禦盈

0腺炎エルシニア　Ybrsini改印鹿mcolitica

本菌の感染経路は、豚肉が多いと考えられているが、各種動物の保菌率も高く、イヌやネコそし

て汚染された山水などが考えられる。19台2年食中毒原因菌に加えられた。Y ps飢追0山bemdosis

と共に人獣共通感染症として位置づけられている。

噛血（汚紬た）を馳して敗血症、。Ⅰ。を起こして死亡した例慧㍉串，

Ⅷ及びYやは4℃の桝嫁斑漁聖誓真嘉

献血時の問診に1ケ月‾以内の発熱を伴う下痢の項があるのは、YEの汚染を警戒してのこと。

〔病態）　　　下南っ祷碗璃晒長拙4…∨色）

潜伏期3－7日と長いため感染源の特定が困艶錘っ集団食や寺壱しム38■

臨床症状は多彩。

胃腸炎型

㍑

鳩

児t‥発熱、下痢など　　　　　　購廃車′凋佃緋け繰れみ・

5歳～大人　…　右下腹部痛を伴う偽虫垂炎症候群

ゝ急性虫垂炎として切除手術を受けることもある。

敗血症型…基礎疾患を有する患者に発生することが多い。

続発症　免疫が関与していると考えられている。

●結僑性紅斑‥・中年以上の女性に多い。

●関節炎

【治療〕

自然治癒僚向が強いが、重症例は抗菌薬療法の適応と考えられる。

Cbro蝕ⅨaCin＋ce触iaxone、gentamicin＋ce蝕iaDmne、テトラサイクリン系、ST合剤などが選択され

る。マニュアルにはこのように書かれていたが、確認が取れたのはg即血micinとlevonoxa血で、エルシニア感染

症全般に有効と考えられた。YEはβラクタマーゼを産生しており、ampicillinは有効ではない。3歳児の例では

Bentamicin，5mgnigklayの投与で発熱、CRPとも下がったとの報告がある。

仰今
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